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はじめに 

 Wiegand ワイヤにおける大バルクハウゼンジャンプを伴う急峻な磁化反転は、検出コイルにパルス電圧

を誘起する 1)。この出力は無電源で得られることや外部磁界の時間変化に依存しないなどの特徴を有して

おり、無電源センサなどへの応用が期待されている 2)。本研究では、ホール効果を用いて Wiegand ワイヤ

から出る磁束から磁壁移動を測定した。 

実験方法 

ホール素子(ASAHI KASEI 社 HG-166A-2G)を

ワイヤ近傍に 2 つ設置し、励磁コイルによって磁

化反転させた。励磁位置に対して片一方に 2つの

ホール素子を設置し(Fig.1)、一方向の磁壁移動を

測定した。また、ホール素子と同じ位置に検出コ

イルを 2つ設置して磁壁移動に伴うパルス電圧も

同時に測定し、ホール素子と検出コイルのそれぞ

れの距離と出力の時間差から磁壁移動を観測し

た。 

実験結果 

 設置したホール素子から得た磁束と検出コイ

ルから得たパルス波形を最大値で規格したもの

を Fig. 2 と Fig. 3に示す。ホール素子と検出コイ

ルどちらの場合においても励磁コイルからの距

離に対応した波形に時間差が観測された。しかし、

検出コイルから得られた時間差に比べ、ホール素

子から得られた時間差が大きいことが分かった。

これにより、ホール素子で観測される磁束の変化

は Wiegand ワイヤ全体の磁化過程を示しており、

ワイヤ内部の磁化過程の解明に有用であると考

えられる。磁化過程の詳細については当日発表す

る。 
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Fig. 1  Configuration of wire, coil and Hall element. 

 

Fig. 2  The magnetic flux measured by Hall element. 

 
Fig. 3  The output voltage of pickup coil. 
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